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蜷
川
で
尊
良
親
王
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

た
か

な
が

し
ん

の
う

 
「
蜷
川
の
奥
の
仏
が
森
に
は
、
む
か

し
、
タ
カ
ナ
ガ
シ
ン
ノ
ウ
と
い
う
宮
様

が
い
た
」
。
子
ど
も
の
こ
ろ
、
地
元
の

人
た
ち
か
ら
話
を
聞
い
て
興
味
を
持
っ

た
橋
田
栄
澄
さ
ん（
東
京
都
在
住
）は
、

定
年
退
職
後
、
大
学
に
入
学
し
て
尊
良

親
王
の
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ

の
１０
年
余
り
の
研
究
成
果
を
、

１１
月

２５

日
に
出
身
地
・
蜷
川
地
区
で
開
催
さ
れ

た
「
尊
良
親
王
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
講

演
さ
れ
ま
し
た
。

　
尊
良
親
王
は
、
１
３
０
６（
徳
治
元
）

年
、
後
醍
醐
天
皇
の
第
１
子
と
し
て
誕

生
。
１
３
３
１（
元
弘
元
）年
、
後
醍
醐

天
皇
ら
が
鎌
倉
幕
府
の
倒
幕
に
失
敗
（
元

弘
の
変
）
し
、
翌
年
３
月
、
土
佐
に
島

流
し
に
さ
れ
ま
し
た
。
３
月
下
旬
、
黒

潮
町
上
川
口
の
王
無
の
浜
（
当
時
の
戻

る
浜
）
に
上
陸
し
た
親
王
は
、
有
井
川

領
主
・
有
井
庄
司
と
奥
湊
川
領
主
・
大

平
弾
正
の
二
忠
臣
の
護
衛
の
も
と
、
約

１
年
間
滞
在
。
町
内
に
は
、
最
初
に
仮

御
所
を
構
え
た
奥
湊
川
の
大
平
弾
正
の

屋
敷
や
、
米
原
の
３
番
目
の
仮
御
所
跡
、

有
井
庄
司
の
墓
な
ど
、
親
王
ゆ
か
り
の

文
化
財
や
伝
説
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

　
講
演
で
は
、
町
内
外
の
史
跡
の
写
真

と
と
も
に
、
尊
良
親
王
の
波
乱
に
満
ち

た
生
涯
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

２
番
目
の
仮
御
所
・
仏
が
森
の
王
野
山

御
殿
跡
に
あ
る
石
段
の
調
査
記
録
な
ど
、

現
在
調
査
中
の
貴
重
な
資
料
も
あ
り
ま

し
た
。
橋
田
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
、

尊
良
親
王
の
存
在
が
よ
り
現
実
的
に
身

近
な
も
の
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
後
半
は
、
黒
潮
町
の
文
化
行
政
に
つ

い
て
金
子
富
太
教
育
次
長
が
報
告
。

　
最
後
の
質
疑
で
は
、
多
く
の
方
か
ら

発
言
が
あ
り
、
尊
良
親
王
へ
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
催
し
た
蜷
川
地

区
の
金
子
幹
仁
区
長
は
、「
今
後
も
尊

良
親
王
を
テ
ー
マ
に
会
を
継
続
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
王
野
山
の
文
化
財
指

定
に
つ
い
て
も
可
能
性
を
模
索
し
て
い

き
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

「
大
方
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」

　
大
方
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
１
９

６
７（
昭
和

４２
）年
５
月
に
結
成
し
、
昨

年
４５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
名
前
は
「
大

方
」
と
あ
り
ま
す
が
、
大
方
・
佐
賀
両

地
区
の

２２
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。「
奉

仕
と
友
愛
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
青
少
年

育
成
支
援
、
町
内
イ
ベ
ン
ト
協
賛
、
清

掃
活
動
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
高
齢
者
の
交
流

支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
は

趣
向
を
変
え
、
青
年
層
を
対
象
と
し
た

「
若
者
交
流
会
」
を
、

１１
月

２５
日
に
ふ

る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
町
内

外
か
ら
参
加
し
た
男
女

４１
人
が
、
黒
潮

町
の
ク
イ
ズ
や
カ
ツ
オ
の
た
た
き
づ
く

り
体
験
な
ど
を
通
じ
て
交
流
し
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
の
矢
野
博
幸
会
長
は
、「
黒

潮
町
で
は
、
各
種
団
体
が
町
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
も
、

人
が
元
気
、
町
が
元
気
で
あ
る
た
め
の

活
動
に
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

＊
大
方
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
へ
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
蕁
０
９
０
―
２
６
３
４
―

８
１
１
５（
事
務
局 

金
子
）ま
で
ど
う
ぞ
。

人
が

元
気
!!

人
が

元
気
!!

人
が

元
気
!!G

E
N

K
I

頑
張
っ
て
い
る
人
や
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

写真上：秋のおもてなし一斉清掃（入野駅前）
下：2012若者交流会ＩＮ黒潮町　　 

ひ
で
ず
み

当日は、地区内外から約８０人が参加。橋田さん
は、「尊良親王が義経以上の悲劇のヒーローにな
るまで研究を続けたい」と話していました。


